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〔注 意〕 

１ 試験開始の合図があるまで、問題・解答冊子を開かないでください。 

２ 問題用紙、解答用紙は各１枚です。 

３ 落丁・乱丁のある場合は、直ちに申し出てください。 

４ 試験開始の合図があったら、最初に解答用紙の上部所定欄に受験番号を

記入してください。 

５ 問題冊子は持ち帰ってください。 

過去問題

鬯ｮ・｣陋ｹ繝ｻ・ｽ・ｽ繝ｻ・ｳ鬯ｮ・ｯ陷茨ｽｷ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｾ鬩幢ｽ､郢晢ｽｻ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｾ・ｬｯ・ｨ繝ｻ・ｾ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｵ鬮ｫ・ｶ陷ｻ・ｵ繝ｻ・ｶ繝ｻ・｣郢晢ｽｻ繝ｻ・ｽ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｫ繝ｻ諱・・・｢鬩阪・・ｽ・ｲ驛｢譎｢・ｽ・ｻ髯樊ｻ会ｽｻ蜻趣ｽ､蜀暦ｽｹ譎｢・ｽ・ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｷ鬯ｮ・ｯ隶灘･・ｽｽ・ｻ郢ｧ謇假ｽｽ・ｽ繝ｻ・ｽ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｧ鬯ｮ・ｯ隴擾ｽｴ郢晢ｽｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｽ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｦ 鬯ｮ・ｫ繝ｻ・ｰ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｨ鬮ｯ・ｷ繝ｻ・ｷ髫ｴ蠑ｱ繝ｻ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｼ驕ｶ謫ｾ・ｽ・ｬ髮取ぁ・ｸ蜷ｶ繝ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｦ鬯ｯ・ｨ繝ｻ・ｾ髯溘・螻ｮ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｺ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｯ驛｢譎｢・ｽ・ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｪ驛｢譎｢・ｽ・ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｲ
鉛筆

鬯ｮ・｣陋ｹ繝ｻ・ｽ・ｽ繝ｻ・ｳ鬯ｮ・ｯ陷茨ｽｷ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｾ鬩幢ｽ､郢晢ｽｻ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｾ・ｬｯ・ｨ繝ｻ・ｾ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｵ鬮ｫ・ｶ陷ｻ・ｵ繝ｻ・ｶ繝ｻ・｣郢晢ｽｻ繝ｻ・ｽ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｫ繝ｻ諱・・・｢鬩阪・・ｽ・ｲ驛｢譎｢・ｽ・ｻ髯樊ｻ会ｽｻ蜻趣ｽ､蜀暦ｽｹ譎｢・ｽ・ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｷ鬯ｮ・ｯ隶灘･・ｽｽ・ｻ郢ｧ謇假ｽｽ・ｽ繝ｻ・ｽ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｧ鬯ｮ・ｯ隴擾ｽｴ郢晢ｽｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｽ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｦ 鬯ｮ・ｫ繝ｻ・ｰ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｨ鬮ｯ・ｷ繝ｻ・ｷ髫ｴ蠑ｱ繝ｻ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｼ驕ｶ謫ｾ・ｽ・ｬ髮取ぁ・ｸ蜷ｶ繝ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｦ鬯ｯ・ｨ繝ｻ・ｾ髯溘・螻ｮ繝ｻ・ｽ繝ｻ・ｺ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｯ驛｢譎｢・ｽ・ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｪ驛｢譎｢・ｽ・ｻ郢晢ｽｻ繝ｻ・ｲ
長方形



専門科目(共通：看護学一般) 問題用紙 

 

次の二つの設問のうち一つを選択して解答しなさい。（解答用紙に選択した番号を記載

のこと。） 

設問１  

夜間せん妄を起こした患者が点滴ラインを自己抜去しそうになったため、夜勤スタッフ

がミトン型の抑制具を装着した。朝の申し送りでその報告を受けたあなたは、チームとし

て今後の対応を検討することになった。この場面における身体拘束の是非について、看護

師としての立場から倫理的視点を含めて論じなさい。また、患者の尊厳を守りながら安全

を確保するために、どのような代替手段やチームでの取り組みが考えられるかを具体的に

述べなさい 

 

 

 

 

 

 

設問２ 

 余命 1 年と診断された 58 歳男性への治療方針決定場面において、患者と家族の意見が

対立している場合、看護師としてどのように意思決定支援を行いますか。倫理的配慮も

含めて述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 


	【０　見本】令和8年度大学院（夏期募集）入試問題表紙【共通】
	【１　問題作成用ファイル】大学院（夏期募集）(共通：看護学一般）



